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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

２０２０のトラヒックホットスポットはどこ？
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～ユーザ行動に基づく将来イベントトラヒック予測技術～
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モバイル端末の普及・高機能化によ
り、巨大な通信需要を伴う過去に実
施経験のない「将来イベント」の増
加が見込まれます。本展示では、過
去イベントにおけるモバイルユーザ
の行動分析に基づき、将来イベント
のトラヒック発生を予測する技術に
ついてご紹介します。

従来の予測は、定期開催のイベント
を対象とし過去の経験に基づくもの
であり、「将来イベント」への応用
が困難でした。イベント目的に則し
て人の行動が集約される点に着目し、
イベント特有な行動メカニズムのモ
デル化により、「将来イベント」ト
ラヒック予測を可能にします。

本技術により、必要最小限となる通
信リソースの事前見積りや、トラ
ヒックホットスポットの発生に対す
る通信リソースの計画的な制御が可
能となり、ノウハウなしで本番に臨
む２０２０年オリンピック・パラリ
ンピックに対しても，高品質なモバ
イル通信環境を提供します。
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Predict the traffic of future events based on the individual behavior

STEP1：過去データの分析からイベントタイプ別にユーザ行動モデルを構築
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STEP2：ユーザ行動モデルを用いて将来イベントのトラヒックを予測
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トラヒックホットスポット
を細かい時空間粒度
で事前に予測！
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イベントの分類

• 環境に関するパラメータ（将来
イベントの事前情報より設定）

• ユーザ数
• 端末性能
• アプリの
トラヒック特性

・・・• 地理情報
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• ユーザ行動モデル混合比
・・・
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モデルA

• STEP1で構築した人の行動
ルールに関するパラメータ

過去のイベントデータを通じて、モバイル端末ユーザのアプリ利用頻度、移動パターン、アプリ

利用(通信発生)のトリガ等、移動・通信行動の抽出およびモデル化に取り組んでいます。
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STEP1で構築したモデルに加え、事前情報に基づき推

定した将来イベントのタイプや環境に関するパラメータを

入力とするマルチエージェントシミュレーションによって、

トラヒックを予測する技術を開発しています。
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